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　フェリチンが鉄結合蛋白であり、体内では鉄貯蔵を

司っていることは古くから知られている。「adioimm－

unomet「icassay法によb、血中フェリチンの測定が

可能になって以来、多くのフェリチンに関する検討が

なされている。血中フェリチン値が貯蔵鉄量と相関し、

鉄欠乏性貧血の場合には非常に低値を示すことは周知

のごとくである。また、癌疾患患者の血中フェリチン

が高値を示すことは多くの研究者によって報告されて

いる。

　我々は癌疾患および肝疾患におげる血中フェリチン

測定の臨床的意義の検討を試みた。血中フェリチンの

測定はradioimmunoassay法にて行った。癌疾患症例

および肝疾患症例にて得られたフェリチン値をそれぞ

れ血中CEA値およびα一フェトプロテイン値と比較
し、多少の知見を得たので報告する。

　各臓器癌における血中フェリチン値の異常値検出率

は著しい臓器特異性を示した。これに比し、CEA値

の異常値検出率は臓器依存性は低く、平均で約50％

であった。

　フェリチンは特に膵癌、原発性肝癌および肺癌に異

常高値を示し、CEAで高値を示す胃癌では正常域値

であった。しかし、肝や膵に転移を伴う胃癌の場合に

はフェリチンは高値を示す症例が多かった。膵癌でも

ファーター乳頭癌では異常値を示す症例はなく、他の

膵癌と区別が可能であった。慢性膵炎kよび肝硬変症

などの慢性疾患では、フェリチンは正常域値を示した

が、CEAでは高値を示す症例が多くみられた。

　次に肝疾患においてα一フェトプロテインとフェリ

チンの異常値検出率を比較した。原発性肝癌ではフェ

リチンは70％の異常値検出率を示し、α一フェトプ

ロテインでの80％に近い値であった。肝硬変症にお

いて、フェリチンはほとんどが正常域値を示したが、

α一フェトプロテインでは高値を示す例が多かった。

　これらのまとめとして次のように言える。フェリチ

ンは癌疾患では著しい臓器依存性を示し、特に膵癌、

原発性肝癌において異常値を示す。慢性疾患における

フエリチン値は正常域値を示し、CEAとの比較によ

り癌疾患との区別が可能である。原発性肝癌でのフェ

リチンの異常検出率はα一フェトプロテインと同程度

ではあるが、その特異性は少い。

　フェリチンの測定は膵癌症例に意義があり、特にフ

ァーター乳頭癌とその他の膵癌の区別に有用である。

　ヘモジデリンと共に貯蔵鉄の一つであるフエリチンは、血

清申にも微量に存在し、体内貯蔵鉄量を反映するものとして

注目されている。　われわれはSPAC　Ferrttiin　KIT（第一RI

研）を使用する機会を得たので、基礎的検討を中心に報告す

る。

　血清申のフエリチン濃度は、1）組織鉄濃度、2）組織か

らのフエリチンの遊離、3）フエリチンの血清からの転換な

どによつて左右されるものと考えられる。　従つて基礎的検

討に加えて、これら臨床病態に則した血液疾患患者血清を中

心とした考察も併せて行つた。

　標準曲線は急竣なS字状曲線を画き、精度は良好で、かつ

10～300ng／m1の間で十分検出可能であつた。

　本測定はインキュベーション時間、温度による影響を受け

ると考えられるため、インキュベーション条件を検討した結

果、振とうは80～100往復／分、初回インキュペーショ

ンは4～5時間、再度インキュベーションは18時間で十分

であると考えられた。

　回収率は理論値に対する実測値の百分比で検討したが、各

濃度共98～106％の間に分布していた。また同一検体に

おける同時再現性を見た結果、CVは1、0～5、4％の間

にあり良好であつた。

　被検血清のフエリチン濃度が、300ng／ml以上を予

想される場合にはリン酸bufferを用いて10倍以上に希釈す

る必要があり、ことに鉄過剰症の存在する場合には当然本操

作が必要となる。そこで希釈試験は高濃度既知血清を用いて

リン酸bufterで2、4、8、10倍に希釈してその影響を検

討したが、測定値と希釈濃度との間には比較的良好な相関関

係が得られた。この点から見ると、高血鉄症を示す検体の際

の希釈処理にも左程問題はないものと考えられる。

　貯蔵鉄量の指標である鉄・鉄結合能、desterrioxanine　B

testと血清フエリチン値との間にも比較的良好な相関を認め

た。

　各種血液疾患における検索、とくに鉄過刺症において、血

清フエリチン濃度が体内の鉄状態を十分反映している。しか

し組織障害や悪性腫瘍を有する患者の循環フエリチン値は区

区であり・この結果から見るとフエリチンの増加、遊離、血

清からのクリアランスなどによる変化｛こより働される船

が多く、従つて経時的検索の必要性と全般的な非ヘミン鉄の

動態を併せて考察すべきであろうことを強調した。
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